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	１　認定再生医療等委員会ショートレクチャーについて
	２　申請書の審査について
	（１）【　変更審査　】
	再生医療の分類：　第３種（研究）
	再生医療等の名称：「多血小板血漿を含浸させた配向連通β-リン酸三カルシウム人工骨を椎体間ケージ内移植骨として用いた腰椎側方椎体間固定術における椎体間骨癒合に関する研究」
	審議に先立ち、筑波大学特定認定再生医療等委員会の組織及び運営に関する規程第１１条第１項の規定に基づき委員長より各委員の利益相反について確認を行い、審査要件を満たしていることが確認された。
	その後、申請者である筑波大学附属病院　野口裕史　病院講師が入室し、配付資料（TRM2019-05）に基づき変更内容について説明があった。委員長より、本変更内容について、各委員へ意見を求め、問題なしと確認された。
	説明者が退室後、審議を行った結果、本再生医療等提供計画の変更申請について留意すべき事項はないと判断されたため、全員一致で適切と認めることとなった。
	（２）【　定期報告　】
	再生医療の分類：　第３種（研究）
	再生医療等の名称：「末梢神経損傷への神経修復術に対する多血小板血漿使用の安全性に関する研究」
	審議に先立ち、筑波大学特定認定再生医療等委員会の組織及び運営に関する規程第１１条第１項の規定に基づき委員長より各委員の利益相反について確認を行い、審査要件を満たしていることが確認された。
	その後、申請者である筑波大学医学医療系　原　友紀　講師が入室し、配付資料（TRM2019-02）に基づき、これまでに治療を行った症例の実施状況と報告期間内の実施状況について説明があった。委員長より、本報告内容について、各委員へ意見を求め、問題なしと確認された。
	説明者が退室後、審議を行った結果、本再生医療等提供計画の定期報告について留意すべき事項はないと判断されたため、全員一致で適切と認めることとなった。
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	１　簡便な審査について
	委員長より資料３に基づいて、簡便な審査が実施の上承認された旨、報告があった。

